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　木製パレットに捨て板（汚れ防止用）を敷き、モイスを
積み重ね最上面に捨て板を置いています。
　なお、一梱包の重量を約1.5トンを目安としています。

例えば、6mm厚の910×2420の梱
包の枚数は110枚が積載目安とな
ります。

小口面コーナー部の
マークは養生用の捨
板です。製品として
は使用できませんの
で注意ください。

　荷降ろしの際は材料の角部を損傷することのない
様に注意してください。板を引きずって作業すると
下の板の表面に傷がついたり、テカリが起こる場合
があります。持ち上げるようにハンドリングしてくだ
さい。
 また、小運搬時には、2名で前後の角部付近を持
ち、材料を垂直に立てて運ぶようにしてください。

　商品の特性上、野積は厳禁です。屋内の平らな場
所に、床面からの湿気を防ぐようパレットや10cm
以上の角材などを使用してください。保管は高さ
1m以内を限度としてください。
 また、モイスは素材特性として吸水性があります。
施工の前に雨水等で濡れ水分を含むと、重くなり施
工性が著しく低下し、表面が汚れやすくなります。
雨水等がかからぬように注意し、養生してください。

　モイスの施工に際しては、仕上げ材としての取り
扱いを意識し、表面の傷や汚れに十分注意し、必要
に応じて適宜養生を行ってください。モイス表面が
汚れた場合は「お手入れのしかた」（p.18）の要領
に従って処理してください。

　室内で切断、面取り、現場加工等を行う場合には
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表面に着色塗装を行う場合は、塗料によってはモイ
スの調湿性能を阻害する恐れがありますので塗料
メーカーにご確認の上ご使用願います。

指定材料が正しく納入されたかを確認してください。
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　モイスの施工に際しては、仕上げ材としての取り
扱いを意識し、表面の傷や汚れに十分注意し、必要
に応じて適宜養生を行ってください。モイス表面が
汚れた場合は「お手入れのしかた」（p.18）の要領
に従って処理してください。

　室内で切断、面取り、現場加工等を行う場合には
防じんマスク、防護メガネ等の保護具を使用し、集
じん機設備による作業に心がけてください。

［3］モイスへの着色塗装について
　モイスは無塗装仕上げのままご使用頂けますが、
表面に着色塗装を行う場合は、塗料によってはモイ
スの調湿性能を阻害する恐れがありますので塗料
メーカーにご確認の上ご使用願います。

指定材料が正しく納入されたかを確認してください。

搬入受入 荷揚げ

＊注意事項

※着色塗装など表面仕上げを行った場合には、「調湿建材」対象外となります。




